
⻄条市版SIB （Social Impact Bond）

⻄条市市⺠⽣活部くらし⽀援課

〜地域に挑戦を⽣むあたらしい“応援”のかたち〜



地域の資⾦循環の仕組み「ローカルファンド」構築を⽬指す

地域社会をささえる様々な分野のチャレンジを
資⾦⾯でも応援できるよう、⼈と⼈がつながり、
温かいお⾦の流れをつなぐ仕組みのことを
⻄条市では「ローカルファンド」と呼んでいます。

チャレンジを応援しあえる仕組み。



⻄条市版SIB

地域課題解決につながる事業（コミュニティビジネス）を⽀える、
⼈と⼈のつながりや資⾦の流れを⽣む仕組みやまちづくり＝⻄条市版ローカルファンド

⾏政補助⾦を成果連動型＆住⺠出
資で実施。
新たな官⺠協働の仕組みづくり、
成果の可視化、地域課題を「⾃分
ごと」として考える住⺠の増加

ヒト・モノ・カネ等の
地域資源の域内循環、

地域で⽣まれる挑戦の実現や
社会的課題解決のための

仕組みづくり

ふるさと納税を活⽤して、市内団体
の資⾦調達を⽀援（寄附額の90％
を交付、市からの返礼品はなし）。

チャレンジを⽀える地域内循環を⽬指して〜ローカルファンド

ふるさと納税による
NPO等指定寄附制度

＼５つのサポート団体が連携／
ソーシャルビジネス⽀援覚書締結

チャレンジを応援するまち

H29 R2 R4

u 多様な主体がお互いの特徴を理解し、尊重し合える地域社会
u 多様な主体が連携・協⼒してまちづくりに取り組む地域社会

u 多様な主体と⾏政が対等な⽴場に⽴って地域課題の解決に取り組む地域社会

実践

実践

H30 R1 R3

社会的事業の価値を
⾒える化
社会的事業への
認証（信⽤）

㈱愛媛銀⾏、プラスソーシャル
インベストメント㈱とローカル
ファンド構築事業の推進に関す
る協定締結

kick off

・⻄条市版SIB（特産品開発・商業地域活性化）
・ローカルファンド研究会定期開催（講演等）

・ローカルファンドを考えるコアメンバー会議
での検討・議論

Point

Vision

・ふるさと納税によるNPO等指定寄附開始
・⻄条市版SIBテーマ変更（多分野：SDGｓ）

寄附

社会的
投資

社会的
融資

コミュニティビジネス
市⺠活動など

㈱⽇本政策⾦融公庫新居浜⽀店、サイクス、
⼀財えひめ⻄条つながり基⾦、NPO法⼈
⻄条まちづくり応援団、⻄条市



SIBとは？（Social Impact Bond）

l SIBとは、⺠間資⾦を活⽤して⾰新的な社会課題解決型の事業を実施し、
その事業成果（社会的コストの効率化部分）を⽀払の原資とすることを
⽬指すもの。

l ニューヨーク市等では、⺠間事業者の活動の社会的インパクト（⾏政コス
ト削減等）を数値化し、⾃治体等がその成果報酬を⽀払うSIBの導⼊が図
られ、⺠間資⾦の活⽤が進んでいる。 （※経済産業省資料より）

SIBの要件

・⺠間資⾦の活⽤
・⺠間事業者と⾏政の連携
・成果連動型⽀払い（⾏政は成果が認められた時にのみ⽀払いを⾏う）
であると考えています。



従来の⼀般的な補助⾦

⻄条市

事業者
（事業主体）

サービスの対象者
（⻄条市⺠）

サービスを提供

補助⾦交付

・「⾏政と事業者」という⼆者の関係性のもと⾏われる
・サービス対象者以外には、「成果」が分かりにくい
・そもそも、補助⾦でどのような事業が⾏われているかさえも
知られていない

事業の⽬的が公益上必要と認められる活動に
かかった経費を⽀払う



補助⾦事業を「⻄条市版SIB」へ（平成30年度〜）

Point 2
成果の⾒える化、
成果志向へ

Point 1
住⺠による応援
＝出資

で事業を実施



実施を通じてー⾏政補助⾦の枠を超えた展開へー

地域の社会的課題
プロジェクト化
・情報発信

地域住⺠が
チャレンジを知り、
出資を通じて

応援の「本気度」が
⾼まる

地域住⺠が
地域の社会的課題を
「⾃分事化」

つながりから
取組の可能性が
広がる

⽣態系の変化 野⽣⿃獣の増加
農林業など暮らしへの深刻な影響

捕獲した⿅・猪をジビエとして、地域の逸品に
⾃然と共⽣する持続的なビジネスへ

社会的課題と⻄条市版SIBプロジェクトの⼀例

⽣み出した価値
からさらなる
チャレンジへ



令和４年度 プロジェクトとスケジュール
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令和4年度実施する２つのプロジェクト
家事育児⽀援を通じたメンタルヘルスケアプロジェクト

プロジェクト実⾏期間 約６カ⽉間

この間
さまざまな形で
住⺠の参加や協⼒を
いただきながら
進めます

まんがら⾃然塾体験農園スタートプロジェクト
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